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排出ガス規制に関する欧州の動向について

• 欧州委員会は、2021年末までに自動車の次期排出ガス規制（EURO7）について
提案することとしている。（あくまで欧州委員会としての提案であり、規制導入に
は、議会承認や理事会承認が必要。）

• 現在、研究機関などから構成されるコンソーシアム（通称CLOVE）が欧州委員会
に対しEURO7の案の提示を行っており、概要は以下の通り。

– 現行のC/D試験での認証試験から路上走行試験（RDE試験）での認証試験へと移
行し、C/D試験についてはRDE試験で取得ができない物質にのみ適用
（通常C/D試験よりRDE試験のほうが排出量が多くなる。例えば、2022年から導入さ
れる日本のRDE試験においてはC/D試験の2倍までの排出量が許容されている。）

– NOｘ、CO、PMについて、規制値を強化

– PNについて、PN計測の検出下限を10nmに引下げつつ規制値を強化

– 新たなPM対策としてブレーキ粉塵の規制を導入

– N2Oやアンモニア(※)といった、現在未規制となっている物質に対する規制を導入
（※欧州では重量車に対してのみアンモニアの規制を導入済み。）

– 燃料蒸発ガス駐車試験の規制値を強化するとともに、ORVRも導入



（参考）EURO7に関するCLOVE提案（規制値）

・乗用車等

TPMLM(Technically Permissible Maximum Laden Mass)：技術的最大許容質量(kg)
→ 安全性の確保及び公害の防止ができるものとして技術的に許容できる自動車の質量であって、自動車製作者が指定したもの

(出典：2021.4.27 10th Meeting of AGVES 資料より抜粋)



（参考）EURO7に関するCLOVE提案（規制値）

・重量車

(出典：2021.4.27 10th Meeting of AGVES 資料より抜粋)



（参考）EURO7に関するCLOVE提案（規制値）

・ブレーキ粉塵

(出典：2021.4.8 8th Meeting of AGVES 資料より抜粋)



（参考）EURO7に関するCLOVE提案（規制値）

・燃料蒸発ガス

(出典：2021.4.27 10th Meeting of AGVES 資料より抜粋)


